
経営のヒント６２ シマウマには３種類 

あなたはどのシマウマを目指しますか？ 

 

日経ベンチャー７月号の記事にこんなことが載っていました。 

ａｍｐｍの創業者、秋沢志篤氏が企業人として生きていくと無き父親の墓前で誓いを立てた。 

 

シマウマには３種類がいる。 

動物園にいるシマウマ。 

サファリパークにいるシマウマ。 

そしてアフリカの原野にいるシマウマ。 

動物園は雨露を凌げ、エサの心配も猛獣に襲われる心配もないが、自由はない。 

ある程度の自由はあり、エサと猛獣の心配はないが、雨露は自分で凌がなくてはならないのがサファリ

パーク。 

完全に自由だが雨露もエサも自分で何とかしなければいけない、猛獣に襲われる恐怖もあるのがアフリ

カの原野だと説明する。 

 

秋沢氏は共同石油でサラリーマンをしていたころ、僕は動物園にいた。 

ａｍｐｍの経営はサファリパークだった。守られている気楽さと限界が共存するサラリーマン経営者だった

が、ベストは尽くせた。これで終わりだと思っていた。 

しかし、２年前、父親の他界で気持ちが変わった。父の死を契機に自分が何をやるべきかをもう一度問

い掛けた。 

そして「よし、思い切って原野に出てみよう。僕の残りの人生を賭けてみよう」強い気持ちが沸き起こって

きた。６２歳、裸一貫で起業したヒーローズエデュティメント「心択塾」。 

小学校３年生～６年生とその親を対象とした「心の教育」。 

ロッテ監督バレンタイン、渡辺貞夫、鳳蘭、松山千春など、スポーツ、文化、芸能などの各界で活躍する

ヒーロー達が講師を務める「心択塾」は、自らの体験を語ることで、子供たちに規律を守る意識や、競争

に立ち向かう力強さなどを教えることが目的。 

 

「僕にもヒーローがいた。彼らに会いたい」という思いで頑張ってきた。 

その思いを伝えたい。 

 

経営者はアフリカの原野にいるシマウマです。 

大きな自由もあるが、全てが自己責任。 

助けてくれるのは、自分の智慧だけ。 

それと同じアフリカの原野にいるシマウマの仲間たち。 

 

経営のヒント 

経営者は「アフリカの原野にいるシマウマ」 

サファリパーク、動物園とは環境が違うのです。 

政治、景気、取引先、部下にエサを求めるのは間違っている。 

覚悟して、アフリカの原野で生きていこう。 

「強くなければ生きていけない。優しくなければ生きる価値はない。」 


